
















〔研究目的〕 

小児の膠原病は近年増加の傾向にあり,とくに全身性エリテマトーデスはその 20%が小児

期に発症する慢性難病である。これらの患児を早期に的確に治療することはもち論,成長過

程にある小児期の膠原病の管理指導は非常に重要である。稀な疾患として専門医にゆだね

ればよいという時代は過ぎた。これらの疾患を早期に正しく診断し,治療し,さらに薬物療

法のみで満足せず,日常生活,学校生活をどのように送るかなどの生活指導の指針も必要に

なって来た。膠原病のうち,若年性関節リウマチについては,すでに厚生省研究班の診断の

手引及び治療管理指針が発表され,実地に貢献しているが,その他の膠原病については未だ

検討されていなかった。本研究班では,若年性関節リウマチに次いで患者数が多い全身性エ

リテマトーデス(SLE)と,皮膚筋炎(DM)について詳細な臨床データを集計し,とくに SLE の

診断の手引と治療指針,生活指針を作成することを目的とした。 


